






































































































































































































































































































































































































































































































































































































OECD（2015）. OECD Skills Studies Skills for Social Progress The Power of Social and Emotional Skills. p.34 http://
dx.org/ 10.1787/9789264226159-en.（最終アクセス日2016/8/27）
大竹文雄（2015）．解説 就学前教育の重要性と日本における本書の意義．古草秀子（訳）（2015）．幼児教育の経済学．
pp.109-124．東京：東洋経済新報社．
１） 経済的に恵まれない３歳〜４歳のアフリカ系アメリカ人の子どもを対象に実施された教育プログラムで、
実験群は、毎日平日の午前中は学校での教育、週に一度は家庭訪問による指導を２年間続け、その後、同
じ経済的境遇にある統制群と約40年間を追跡調査し比較した（大竹，2015）。
２） 国民生活基礎調査では、OECD（経済協力開発機構）の作成基準に基づき、相対貧困率を算出している。
一定基準（貧困線）を下回る等価可処分所得しか得ていない者の割合のことであり、貧困線とは、等価可
処分所得（世帯の可処分所得（いわゆる手取り収入）を世帯人員の平方根で割って調整した所得）の中
央値の半分の額である（厚生労働省「国民生活基礎調査（貧困率）よくあるご質問」http://www.mhlw.
go.jp/toukei/list/dl/20-21a-01.pdf（最終アクセス日2016/8/27））。

